
4 総事業費 338,835 千円

事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート 事業種別 継続 補助 事業類型 Ⅲ 整備事業 ２次評価対象分

コード 名               称 区分 コード 名            称 事業実績

事業名 1162 馬野地区簡易水道整備事業（国補）
会計 04 簡易水道事業特別会計

活動指標 単位
実績値 目標値

款 01 簡易水道費 H17 H18 H19 H20

基　本
施　策

21 安全でおいしい水道水を安定供給する
項 02 簡易水道整備事業費 目標 ― 目標

目 01 簡易水道改良事業費 実績 実績

施　策 4 水道施設整備の充実
細目 101 簡易水道改良事業 目標 ― 目標

細々目 15 馬野地区簡易水道整備事業（国補） 実績 実績

基本計画該当頁 106 行革大綱の重点事項番号 目標 ― 目標

担当部課
コード 340300 評価者

氏　名
西山　治良 連絡先

24 - 0002 実績 実績

名称 水道部　施設課 (内線) 14

評価指標

事業の計画・内容
事業の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位

実績値 目標値

事
業
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか） H17 H18 H19 H20

馬野地区の簡易水道加入者
水道水が安定供給される。

浄水施設及び配水施設の更新率 工事の年度割進捗率 　　％
目標 目標 30

100
実績 実績 18
目標 目標

実績 実績

（※対象件数 １０９戸３１６人 ）
根拠法令・要綱等 水道法、水道法施行令、水道法施行規則、国庫補助金交付要綱

開始年度 平成 18 年度
関連事業

評価

本
年
度
事
業
内
容

終了
市民に安定した給水を提供するため、老朽化した取水場、浄水
場、配水池、配水管等を整備。
配水管φ150ｍｍ　L=1.5ｋｍ　、調査費　１式　、事務費　１式

年度 平成 19 年度

状
況
変
化
等

水道施設の老朽化により、配水管等の破損から断水事故
が近年増加している。おいしい水道水を安定的に供給す
る。

評価項目

必要性

ポイント

4

評価項目についてのコメント
安定した給水の確保と安全でおいしい水を供給するためには、基幹施設（浄水施設、配水施設）の更新は早期に完了する
必要性が高い。

有効性 4
老朽管の布設は、濁水・出水不足を解消し漏水防止に有効である。
浄水場施設の改良（膜ろ過）により、クリプト対策等水質管理に有効である。

達成度 3
測量調査は予定通り完了したが、老朽管布設替えにおいて鋳鉄管がメーカーの都合により入荷が遅れ一部繰越した。

効率性 4
老朽管路の更新により、管路の破裂による修繕を解消し、断水等の事故を防ぐことによりコスト縮減が図れた。
価格設定については、厚生省主管水道施設整備費国庫補助事業に係る歩掛表及び三重県県土整備部監修の歩掛表に
基づき適正に処理している。

整

1

備内容

建設用地 馬野地内
浄水場敷地A=1,585㎡

運営体制

1 運営主体

　委託先
2 建設面積（延床面積） 膜ろ過棟RC構造平屋建A=83.5㎡

配水管路φ150mm他L=7,437m

3 規模・構造 配水池SUS V=69.9㎥、39.2㎥
加圧ポンプQ=0.08㎥/分　3.7Kw

2 配置（予定）人員 人 総合評価

A 現状維持

事業の方向性 改善についての取り組み

3
4 市内の類似施設
年間運営費 千円

進
　
捗
　
状
　
況

年度 18 19

事
業
内
容

平成１７年度 決算内容 平成１８年度 決算内容 平成１９年度 計画内容 平成２０年度 計画内容 平成２１年度 計画内容 平成２２年度 計画内容

委託

事 業 内 容 数量 単位 金  額 事 業 内 容 数量 単位 金  額 事 業 内 容 数量 単位 金  額 事 業 内 容 数量 単位 金  額 事 業 内 容 数量 単位 金  額 事 業 内 容 数量 単位 金  額
　 (千円)

配水管φ150
　

2 ｋｍ 34,843
(千円)

取水施設
　

1 式 3,630
(千円) 　 (千円) 　 (千円) (千円)

調査費 1 式 14,175 浄水施設 1 式 90,390

工事
事務費 1 式 582 配水施設 1 式 140,990

舗装復旧 1 式 48,500
用地補償費 1 式 2,000
事務費 1 式 3,725

進捗率
(％)

15 100
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
事業費計(A) 　 Σ 0 事業費計(A) 　 Σ 49,600 事業費計(A) 　 Σ 289,235 事業費計(A) 　 Σ 0 事業費計(A) 　 Σ 0 事業費計(A) 　 Σ 0

事業投入人員 人件費（Ｂ） 人 0 人件費（Ｂ） 1.5 人 10,800 人件費（Ｂ） 1.5 人 10,800 人件費（Ｂ） 人 0 人件費（Ｂ） 人 0 人件費（Ｂ） 人 0

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ） 0 60,400 300,035 0 0 0

事業費（人件費除く）の財源内訳
（Ａ） 事      業      費 0 49,600 289,235 0 0 0

Ａ
の
財
源
内
訳

国庫支出金 19,840 115,694
県 支 出 金
地   方   債 29,700 173,500
受益者負担
そ   の   他 0 0
一 般 財 源 0 60 41 0 0 0
計 0 49,600 289,235 0 0 0

備
考

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

生活基盤近代化事業　補助率4/10
地方債（補助以外）6/10
10万円未満を一般財源

生活基盤近代化事業　補助率4/10
地方債（補助以外）6/10
10万円未満を一般財源
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